
opusdei.org

年間第７週日曜日・
Ｂ年 ５３ 善への協力

年間第７週日曜日・Ｂ年 ５３
善への協力 ― 他者の霊的物
的善に関する助け。 ― 社会
の情勢に関して子供じみた傍
観者にならない事。悪に協力
しない事。幾つかの例。解決
策の提案。 ― 全ての善なる
ものを守り育むこと。協働精
神。肯定的なことを強調す
る。

2024/04/09



年間第７週日曜日・Ｂ年

５３ 善への協力

― 他者の霊的物的善に関する助け。

― 社会の情勢に関して子供じみた傍
観者にならない事。悪に協力しない
事。幾つかの例。解決策の提案。

― 全ての善なるものを守り育むこ
と。協働精神。肯定的なことを強調
する。

５３．１ 他の人々の霊的物質的善に
役立つこと

人類は自由になりたいと熱心に願
い、あらゆる形の抑圧と隷属状態を
遠くへ投げ捨ててしまいたいと望ん
でいます。今日の福音には、唯一の
真の解放者としてキリストが現れま
す１。 4人の友人が、病気が治るのを
是非見たいと中風患者を担架に乗せ
たまま運んで来ました。イエスの所



に苦労して連れて来て、主が友人に
述べられた言葉を耳にします。「息
子よ、あなたの罪はゆるされた」。
主が病人に言われたこのような言葉
を聞こうとは思ってもいませんでし
た。しかし、キリストはあらゆる苦
しみの中でも最悪のもの － 人間が
苦しむ隷属状態の中でもっとも悲惨
なもの － は罪であることをわから
せてくださいます。それは、被造物
を苦しめる他の多くの悪の中での単
なる一つの悪というのではなく、悪
という純然たる言葉で表される最悪
で唯一の悪です。

中風の人を運んできた友人たちは、
イエスが病気で力を失くした友に最
高の善 － 罪からの解放 － をお与え
になったことを理解します。そし
て、私たちは、世の中から罪を追放
するためにできるだけのことをする
ことが、公共善のためにどんなに素
晴らしい貢献であるかということを
忘れることはできません。多くの機



会に、私たちが友人、兄弟、両親、
子どもたちにできる最高の親切、最
高の善は、悔い改めの秘跡で神の憐
れみの美しさがわかるように助ける
ことです。それは、現世ではごくわ
ずかな人しかわからなくても、家
族、教会、全人類にとっての善にな
ります。

キリストは神の力で罪から解放され
ます。「神の他に誰が罪を赦すこと
ができるでしょうか？」 キリストが
地上に来られたのはこのためです。
「憐れみ豊かな神は、わたしたちを
この上なく愛してくださり、その愛
によって、罪のために死んでいたわ
たしたちをキリストと共に生かし」
２、中風患者の罪を赦された後、イ
エスは身体の病気も癒しました。そ
の男は、その瞬間にその日の最大の
幸運は、最初の治癒だと理解したに
違いありません。自分の霊魂に神の
憐れみが注がれたと感じ、また、清



い心でイエスを見ることができるよ
うになったからです。

中風患者は身体と霊魂を癒されまし
た。その友人たちは今の私たちに
とって、人々をどのように助けたら
良いかという模範です。使徒的主導
権に協力しつつ、自由に行使できる
すべての手段を使い、社会の善を促
進しながら、友情をとおして助けま
す。公共善や立派な生活と文化のた
めに働き、悪に直面した時は明確な
解決を提供するのです。近所の
人々、両親につながりのある人々、
教区等の環境と同じように、私たち
は自分自身の職業的な環境でもこの
ことを良く行わなければなりませ
ん。ここにおいてこそ私たちは善を
築き上げることに協力し、悪の内に
あるどんなものにも協力するのを避
けることができるのです。

５３．２ 単に社会生活の傍観者では
ない。イニシアティブ。悪に協力し



ない。いくつかの模範、解決を提示
する

社会生活において、度々、社会、子
どもたち、社会の状況に影響を与え
る重大な問題に直面しても、多くの
人はただの傍観者になります。人々
は、他の人が率先して悪をやめ、善
を行うべきだという間違った考えを
持っています。彼らは無益な不平不
満に甘んじています。キリスト者は
このような消極的な振舞いをするこ
とはできません。なぜなら、キリス
ト者は社会の中のパン種でなければ
ならないことを知っているからで
す。人間的な出来事の中で、霊魂が
身体の内にあるように、キリスト者
は世間の中にいます３。それは神が
キリスト者に委託した地で、そこを
捨て去ることはできません４。

善に協力するという明確な義務への
責任を持って、キリスト者一人ひと
りは、あらゆる人間の活動－専門職



を含む－に、彼らができる最良の方
法で、キリストのメッセ一ジをもた
らすという意味で、善に協力する義
務があります５。キリスト者は、単
に自分が悪を行うことを避けるだけ
で、自分の行いが他の人々の振舞い
に影響を及ぼすことに無頓着でいる
わけにはいきません。中風患者の友
人たちは、悪を行わないということ
だけに留まりませんでした。彼らは
行動しました。病人がイエスの傍に
もっと近づけるよう、助けます。あ
なたの罪はゆるされたという主の奇
跡に向かって道を開くことによっ
て、病人の治りたいという望みに沿
えるよう、効果的な協力をしたので
す。

善に協力することは、もちろん、悪
に協力することを避け、重要な決断
だけではなく、手の届くところにあ
る些細なやり方においてもそうしま
す。霊魂を傷つける反キリスト的、
非倫理的特徴を持った派閥主義など



の霊魂を傷つける雑誌、新聞、本、
ショ一、催し物に、小額でもお金を
浪費することなく、教会とかキリス
ト教のモラルを攻撃するために売ら
れている出版物よりも、特定の販売
店（たとえ長時間かけて遠くまで歩
いても）で買うこと、避妊用具を売
る薬局を避けること、または、ラジ
オやテレビの番組で非倫理的な、ま
たは反カトリック的な広告が流され
ている製品（とても良さそうなもの
であっても）を買わないこと、をも
含みます。そして、私たちの行い
が、友人たちに同じような振舞いを
提案するなら、さらにもっと効果的
なものになるでしょう。もし、生温
いキリスト者が雑誌や出版物を買う
ことを止めるならば、この多くの出
版物は存続しないでしょう。そのう
え、時には、引き起こされる大きな
害が、社会の道徳的荒廃について不
平を鳴らす、だらしないキリスト者
の経済力のおかげであることは誠に
遺憾な事実です。



キリスト者は、長い間続いている問
題の明確な解決を探し求め、提案す
ることによって、共通善に協力しな
ければなりません。キリスト者の家
庭の価値を攻撃したり教育の自由に
反対したり、懐妊の瞬間から命を尊
重しないような政党や政策に賛成せ
ず投票しないだけでよいのではあり
ません。そこには、偽りの分別では
ない、社会そのものに極めて致命的
で、完全に混迷するか、しばしばそ
れ以上に混乱を引き起こす部分的真
理についての発行物の流れに逆らっ
て進むことを恐れない、不変で深い
教義の使徒職がなければなりませ
ん。

すべての人に愛情を示し、できるだ
け広くキリストの教えを広めるこの
愛すべき教義の使徒職は、すべての
機会（友人、旅行、顧客等）を活用
します。それが、社会を発酵させる
パン種になるのです。



５３．３ 良いことは何でも保護し、
育成すること。協力の精神。肯定的
なことに気づくこと

再キリスト教化する仕事は、信仰に
おける最初の兄弟が引き受けた仕事
と似ており、同様な手段を用いてい
ます。つまり、私的生活、公的生
活、友情、高潔さ、個人的な名声、
他の人々の心配事を共有すること、
幸福のための心からの望みを示すこ
と。神から逸れては、個人的、家庭
的、社会的な平和はないという確信
をもってそうするのです。

最初のキリスト者は、社会の状況
が、彼らがしっかりと心に留めた教
義から遠く離れていることに気がつ
いていました。人間の尊厳を汚す習
慣に反対したにもかかわらず、悪を
弾劾したり文句を言ったりすること
に最大のエネルギ一を無駄に費やし
ませんでした。逆に、文化、社会奉
仕、教育、捕虜の解放などの領域で



数えられないほどの発議を通して、
喜ばしく友好的な証言をして教義を
広め、彼らは持っている宝を分配す
ることの方をむしろ選びました。も
し彼らが生活から逸脱したものすべ
てに監視の目を向けたとしたら、世
の中にとって真の解決にはならな
かったでしょう。真理はからし種の
ようなものですが、驚くべき力を含
んでいます。

悪に気がつくのに非常に賢くなけれ
ばならないということはありませ
ん。しかし、深いキリスト教精神が
あれば当然あらゆる状況の中に神の
現存を見出すことになります。聖マ
ルコの物語に出てくる真の友人のよ
うに善に目を開きましょう。そし
て、聖パウロの忠告に従い、どのよ
うにして善をもって悪に勝つか理解
しましょう６。

多くの場合、キリスト者の使命は、
肯定的なものを指摘することです。



良いものや人間的にみて正しいこと
で立派にやり遂げられていることな
ら、自己改善の役に立ち、神に近づ
けてくれるからです。私たちの周囲
にいる人々の徳に早く気がつくよう
にしましょう。友人の寛大さ、同僚
の勤勉さ、隣人が進んで手助けして
くれることや、私たちを教える教授
の忍耐などです。褒めることができ
ない時には口を慎みましょう。ま
た、親切に正し、祈りで助けましょ
う。時には励ましの言葉、時間とお
金を与える助けによって周囲に生じ
てくる良いものは何でも育てていき
ましょう。役に立たない有害な読み
物に出合ったら、キリスト者の家庭
にとって値打ちのある良い出版物、
雑誌に関するニュ一スを広めましょ
う。良いプログラムや良くできた記
事を褒めるために感謝を表す短い文
章を書きましょう。大したことでは
ありませんが、いつも効果がありま
す。



人生の過酷な出来事に直面する時、
神は、神の子どもたちがナイーヴな
世間知らずであることをお望みでは
ありません。かといって、彼らが冷
酷になったり憤慨したりすることを
決して望まれません。神は人々や社
会の出来事の中で、私たちが良いも
のは何でも気づくことをお望みで
す。生涯の最良の年月を、非難した
り不平を言ったりして過ごすことを
望まれず、むしろ、信仰の宝から寛
大に与えることをお望みです。この
ようして私たちは人々と社会を変え
ていくのを助けることができます。
善は魅力的だということ、また、善
はいつも、生温さが生み出すより多
くの幸福を生み出すことを忘れない
ようにしましょう。大家族なら、多
くの要求に応え、犠牲を払わなけれ
ばならないとしても、ただただ利己
主義に動かされて、より一層安楽
で、よりいっそう物質的な安寧を求
める家族よりも、もっと多くの幸福
をいつも手に入れます。他の人が感



じるこの喜びは善に協力する一つの
方法でもあります。時には、それは
最も実り多いものになります。

いとこを助けるために急いで駆けつ
けた聖母７は、すべての男女の善の
ために、自分の息子であるイエス
が、恩恵の力でこの世で奇跡を行い
続けることができるように、いつも
私たちに努めて善に協力するように
教えておられます。
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